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１
月
の
納
税

市
民
税
・
県
民
税
（
第
４
期
）

国
民
健
康
保
険
税
（
第
５
期
）

介
護
保
険
料
（
第
５
期
）

▽
納
期
限
…
１
月　

日
�

３１

※
口
座
振
替
の
人
は
、
納
期
限
に

指
定
口
座
か
ら
振
替
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
預
金
残
高
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
収
税
係

（
�
�
０
２
１
５
）

税
務
職
員
を
装
っ
た
「
振

り
込
め
詐
欺
」
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

　

税
務
職
員
を
装
い
、
現
金
自
動

預
け
払
い
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
を
操
作

さ
せ
振
り
込
み
を
行
わ
せ
る
「
振

り
込
め
詐
欺
」
に
よ
る
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

税
務
職
員
が
納
税
者
の
皆
さ
ん

に
電
話
で
問
い
合
わ
せ
を
す
る
場

合
は
、
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
申

告
書
等
を
も
と
に
、
そ
の
内
容
を

本
人
に
確
認
す
る
こ
と
を
原
則
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
税
務
署
や
国
税
局
で
は

次
の
よ
う
な
こ
と
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
還
付
金
受
け
取
り
の
た
め
に
金

融
機
関
等
の
現
金
自
動
預
け
払
い

機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
の
操
作
を
求
め
る

こ
と
②
国
税
の
納
税
の
た
め
に
金

融
機
関
の
口
座
を
指
定
し
て
振
り

込
み
を
求
め
る
こ
と
③
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
の
電
話
の
設
置

　

な
お
、
振
り
込
め
詐
欺
に
関
す

る
情
報
は
、
国
税
局
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（h

ttp
：
//w
w
w
.n
ta
.g

o
.jp
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
審
な
点
が
あ
る
と
き
は
、

高
梁
税
務
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ　

高
梁
税
務
署

（
�
�
２
５
４
６
）

月
に
一
度
は
宅
内
ま
す
の

掃
除
を
お
願
い
し
ま
す

　

下
水
道
に
接
続
さ
れ
た
家
庭
に

は
、
台
所
・
風
呂
・
洗
濯
な
ど
の

汚
水
を
流
す
宅
内
ま
す
の
掃
除
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
台
所
の
汚
水
が
流
れ
込

む
ま
す
は
、
残
飯
や
油
汚
れ
が
固

ま
り
、
排
水
管
が
詰
ま
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
す
の
掃
除
を
し
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
汚
物
が
溜
ま
っ
て
排
水

管
が
詰
ま
り
、
汚
水
が
あ
ふ
れ
る

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
ま
す
の

で
、
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

○
生
ご
み
を
捨
て
な
い
。
細
か
く

砕
い
て
も
流
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

○
油
を
流
さ
な
い
。

○
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の

も
の
を
流
さ
な
い
。

○
ま
す
を
こ
ま
め
に
点
検
し
、
掃

除
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
に
注
意
す
れ

ば
、
排
水
管
の
詰
ま
り
を
か
な
り

防
げ
ま
す
が
、
万
一
詰
ま
っ
た
場

合
は
、
宅
内
ま
す
の
設
置
業
者
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課
工
務

係
（
�
�
７
０
６
０
）

　成人を迎えられた皆さん、おめでとうございます。

　満２０歳を迎えると、さまざまな権利とともに義務も生まれま

す。国民年金に加入することもその一つです。

　国民年金は、日本に住んでいる２０歳から６０歳になるまでの

すべての人が加入して、やがて誰にも訪れる老後の所得保障

だけでなく、障害や死亡といった不慮の事故などによって、私

たちの生活の安定が損なわれることのないよう、みんなで前

もって保険料を出し合いお互いを支え合う制度です。

　また、将来受け取る年金の１/３（将来は１/２）を国が補

助しますので、現在２０歳の人も平均的に長生きすれば納付し

た額の１.７倍以上が受け取れるお得なシステムです。

　また、学生や収入が少なく保険料の納付が困難な人の場

合は、「学生納付特例」や「若年者納付猶予」など保険料の支

払いを猶予する制度がありますので、国民年金の加入手続き

と併せて申請してください。

20歳になったら「国民年金」

■問い合わせ　市民課年金係（��０２５３）
　　　　　　　岡山社会保険事務局高梁事務所（��０５７２）

税
金

生
活
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農
地
取
得
の
下
限
面
積
が

市
内
全
域　

ａ
に

１０

　

市
内
で
農
地
を
取
得
す
る
場
合

の
農
地
取
得
下
限
面
積
が
、
地
域

に
よ
り　

ａ
か
ら　

ａ
必
要
と
な

１０

５０

っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
市

内
全
域
で　

ａ
に
統
一
と
な
り
ま

１０

し
た
。

　

こ
れ
は
、
構
造
改
革
特
別
区
域

の
特
例
適
用
が
、
昨
年
９
月
か
ら

全
国
展
開
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
も

の
で
、
県
内
初
と
な
り
ま
す
。

　

過
疎
化
、
高
齢
化
等
に
よ
り
本

市
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
非

常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
耕
作

放
棄
地
は
統
計
調
査
を
行
う
ご
と

に
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
の
増
加
は
、
雑
草

が
生
い
茂
り
病
害
虫
の
発
生
源
と

な
る
と
と
も
に
、
美
し
い
里
山
の

形
成
や
農
地
の
集
団
的
利
用
の
阻

害
要
因
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
下
限
面
積
の
引
き
下
げ

は
、
新
規
就
農
希
望
者
等
に
よ
る

農
地
取
得
が
容
易
に
な
る
も
の

で
、
農
地
を
守
り
維
持
し
、
美
し

い
里
山
の
景
観
保
持
、
集
落
の
維

持
と
農
村
の
活
性
化
に
役
立
つ
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会
事

務
局
（
�
�
０
２
２
６
）

岡
山
県
畜
産
担
い
手
育
成
総

合
整
備
事
業
の
お
知
ら
せ

　

本
事
業
は
、
飼
料
生
産
基
盤
の

整
備
と
農
業
用
施
設
整
備
を
一
体

的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
担
い
手

（
認
定
農
業
者
ま
た
は
認
定
農
業

者
と
な
る
こ
と
が
確
実
に
見
込
ま

れ
る
人
）
を
中
心
と
し
た
畜
産
主

産
地
の
形
成
お
よ
び
飼
料
自
給
率

の
向
上　

を
目
的
と
し
て
事
業
実

（※１）

施
者
に
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の

で
す
。

　

…
事
業
の
実
施
要
件
に
、　

　

（※１）

０.５
ha

以
上
の
草
地
造
成
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

▽
対
象
…
現
在
、
農
業（
畜
産
）に

従
事
し
て
い
る
人
お
よ
び
新
た
に

農
業
経
営
（
畜
産
）
を
行
う
予
定

の
人

▽
申
請
方
法
…
平
成　

年
度
か
ら

２０

事
業
実
施
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

２
月
９
日
�
ま
で
に
農
林
課
農
政

係
、
ま
た
は
備
中
県
民
局
高
梁
支

局
畜
産
班
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

農
林
課
農
政
係

（
�
�
０
２
２
３
）ま
た
は
備
中
県

民
局
高
梁
支
局
畜
産
班
（
�
�
２

８
４
１
）

緊
急
地
震
速
報
を
ご
存
知

で
す
か

　

「
緊
急
地
震
速
報
」
は
、
地
震

に
近
い
観
測
点
で
地
震
を
感
知

し
、
た
だ
ち
に
震
源
や
地
震
の
規

模
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）、
各
地

の
震
度
な
ど
を
推
定
し
、
大
き
な

揺
れ
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
お
知

ら
せ
す
る
情
報
で
す
。
こ
の
情
報

に
よ
り
、
災
害
の
防
止
や
被
害
の

軽
減
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
時
点
で
は
①
情
報

の
提
供
が
主
要
動
（
初
期
微
動
の

後
に
く
る
大
き
な
揺
れ
）
の
到
達

に
間
に
合
わ
な
い
②
震
源
、規
模
、

震
度
等
の
推
定
の
精
度
が
十
分
で

な
い
③
ま
れ
に
、
雷
や
事
故
な
ど

に
よ
り
誤
報
が
発
信
さ
れ
る
こ
と

が
あ
る
な
ど
の
技
術
的
な
限
界
が

あ
り
ま
す
。

　

気
象
庁
で
は
、
こ
れ
ら
の
限
界

を
踏
ま
え
て
、
緊
急
地
震
速
報
が

地
震
被
害
の
軽
減
に
有
効
活
用
さ

れ
る
よ
う
、
提
供
開
始
に
む
け
た

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（h

ttp
：
//w
w
w
.jm
a
.g
o
.

jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

岡
山
地
方
気
象

台
防
災
業
務
課
（
�
０
８
６
�
２

２
３
�
１
３
３
４
）

冬
に
発
生
し
や
す
い
食
中

毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

冬
に
発
生
し
や
す
い
食
中
毒
に

は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
食
中
毒
の
症
状
は
、下
痢
、

嘔
吐
、
発
熱
な
ど
で
、
ほ
と
ん
ど

の
場
合
２
、３
日
で
回
復
し
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒

予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

○
加
熱
で
き
る
食
品
は
中
心
部
ま

で
十
分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。
特

に
、
カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
は
し
っ

か
り
加
熱
し
て
か
ら
食
べ
ま
し
ょ

う
。

○
ト
イ
レ
の
後
や
調
理
の
前
に

は
、十
分
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
つ

け
て
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食

中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

県
庁　

生
活
衛

生
課
（
�
０
８
６
�
２
２
６
�
７

３
３
８
）

狩
猟
期
間
延
長
に
つ
い
て

　

今
年
度
か
ら
、
農
作
物
等
へ
の

被
害
防
止
を
目
的
と
し
て
、
イ
ノ

シ
シ
の
狩
猟
期
間
が
半
月
延
長
さ

れ
、
２
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

　

野
山
へ
出
か
け
る
場
合
は
、
目

立
つ
色
の
服
装
を
心
が
け
る
な

ど
、
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

備
中
県
民
局
森

林
課
（
�
０
８
６
�
４
３
４
�
７

０
６
１
）

■問い合わせ
　同協会　前原　敏さん（��３４０４）

日時�1月31日（水）まで
　　　（現在開催中）
場所�JR備中高梁駅
　　　ふれあい連絡路掲示板

高梁市文化協会

山城短歌展 の お知らせ


